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【経営における課題とチャンス】

・信頼を大切にします

地域の信頼を大切にし、廃棄物の適正処分に万全を期し安全な暮らしを守ります。

・自信と誇り

環境保全と空き家対策で、地域の未来に貢献し、誇りをもって日々の業務に当たります。

　経営における課題とチャンス

1. 企業理念・環境経営方針

　企業理念

・環境をまもる責任

環境を守り未来につなげてゆくことは私たちの責任です。

不法投棄の撲滅に貢献します。

社会構造の変化を受けて、建設業から産業廃棄物処分業への業種転換をすすめてきました。　

２０２２年に牧之原の安定型産業廃棄物処分場が稼働を開始しています。

《課題》

①法順守の徹底

　産業廃棄物処分業については、直接・間接を問わず、厳しい法規則が設けられています。　

　これまでも搬入物管理の徹底に努めてきましたが、常に体制、制度の見直しを行っていく

　必要があります。

②経営上の安定

　SNSの発達に伴い、社会の仕組みが大きく変わっています。情報取得、発信が容易になり

　ましたが、ひとつの事象から距離や規模と無関係に想定困難な影響を受ける状態になって

　います。

　また、DXの推進等により効率的な業務形態構築が進められている反面、システムの脆弱性に

　付け込んだ犯罪が多発しています。

　危機の要素として、社会構造の変化からくるもの、従来からある自然災害等によるものを

　総合的にとらえて、たえず対応を見直してゆく必要があります。

③人材の確保

　業種を問わす、従業員の確保が困難になっています。

　働き手を確保し、業務の質の向上をめざす必要があります。

先人に学び 人と環境にやさしい 心豊かな暮らしをつくる
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代表取締役　富 田 道 明

　環境経営方針

1.産業廃棄物処理施設の健全な運営、搬入物の徹底管理により、低炭素社会の実現

　に、環境保全に貢献する。

2.地球環境保護のため、省資源・省エネルギー・リサイクル活動を推進する。

   1)二酸化炭素排出量の削減

   2)廃棄物搬出量の削減及びリサイクル

   3)節水の取り組み・水使用量の削減

3.環境関連の法令を遵守する。

制定　    2009年      9月    1日

改定　    2022年    10月    1日

株式会社  富 田 工 務 店

《チャンス》

ア.情報ソースの充実

　環境関係の制度、運営についての専門家との提携をすすめ、法順守・事故防止についての知

　識を深めることにより、業務の安全性の確保を行います。

　また、業界をとりまく情勢についてのチャンネルを増やし、高騰する物価の価格転嫁の可能

　性の検討を含め、経営の安定化を目指します。

イ想定される危機と対策の検討

　想定される危機とその対策について、補償(保険)等の対応を含め、検討を行い、実行して

　いきます。

ウ.社員教育の充実

　社員教育を充実することにより、知識・意識・意欲の向上をはかり、安心して働ける職場環

　境、安全性の向上をはかり、安心して働ける職場環境、安全性の向上を目指します。

◎安全管理の向上、会社の経営の安定により、地域社会、顧客など多方面からの信頼を高める　

　ことができます。

　産業廃棄物処理施設については、社会に必要不可欠なものですが、その数は十分なものでは

　ありません。課題に真摯に向き合うことで環境保全に貢献する施設としての使命を果たして

　ゆくことができます。
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代　表　者　名 　代表取締役　富田道明

住　　　　　所 　 🔶本社・事務所・資材置場

    静岡県榛原郡川根本町上長尾８５６－7

    🔶最終処分場(エビラサワ)

2. 組織の概要

　1.会社概要

会　　社　　名 　株式会社　富田工務店

　2.事業規模

活動規模 単位 2022年 2023年 2024年

    静岡県榛原郡川根本町下長尾１９９８－1

    🔶最終処分場(はいばらエコセンター)

　 静岡県牧之原市勝俣２８３６－６３

資　　本　　金 　 2,000万円

創　　　　　立 　 1970年6月4日

70

建設・不動産売上高 百万円 57 31 16

　従  業  員  数 人 11 12 12

建

設

工 事 請 負 件 数 件 47 65

床　　面　　積 ㎡ 168.4 168.4 168.4

144

31,978

産業廃棄物売上高 百万円 213 346 339

許可年月日

受入許可品目

　3.事業の概要

最終処分場

・産業廃棄物の安定型処分(埋立)業

①許可の状況

種類

床　　面　　積 ㎡ 144 144

処

分

場

産業廃棄物処分量 ㎡ 20,485 34,179

優良安定型最終処分業

令和3年11月19日

許可番号

有効期間

第02231122722号

令和10年11月18日

・廃プラスチック(石綿含有廃棄物含む)

・金属くず

・ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず(石綿含有廃棄物)含む

・がれき類(石綿含有廃棄物含む)
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※残容量は、2025年３月末の計測時点での実測値

②施設の状況・処理量(搬入量)

エ

ビ

ラ

サ

ワ

埋立面積(㎥) 10,928㎡

は

い

ば

ら

埋立面積(㎥)

搬入量累計 140,487㎥ 搬入量累計

19,650㎡

埋立容量(㎥) 102,897㎥ 埋立容量(㎥) 244,200㎥

当期搬入実績(㎥) 0㎥ 当期搬入実績(㎥) 31,978㎥

トラック積載容量計測システム　キャパライザー

④廃棄物処理工程フロー

受入 受付検査 展開検査

84,510㎥

残容量㎥ 0㎥ (2023.3月受入終了) 残容量㎥ 188,555㎥

③設置設備

※はいばらの当期搬入実績・搬入量累計は、マニフェスト数値。

令和8年11月21日

廃プラスチック類(※)、金属

くず、ガラスくず、コンク

リートくず及び陶磁器くず

(※)、がれき類(※)　　　　

※石綿含有産業廃棄物を含む

②車両の登録内容

埋立

収集運搬業

・産業廃棄物の収集運搬業

①許可の状況

許可番号 許可年月日 有効期間 許可内容

4ｔダンプ　　…１台

3ｔダンプ　　…１台

③運搬量

2024年度　　　 運搬なし

産業廃棄物

運搬
第02201122722号 令和3年11月22日

建設業

・一般住宅建築、集合住宅等の木造及び鉄骨の設計・施工

・土木工事の設計、施工(官公庁及び民間企業、その他)

・空家住宅の流通及び活用

①許可の状況

許可番号 許可年月日 有効期間 許可内容

建  設  業
　　静岡県知事許可　　　　

一般(特)第362号
令和4年1月14日 令和9年1月13日

土木、建築、大工、　　　　

とび・   土工、解体工事

建        築
　一級建築士事務所　    　　  　

静岡県知事登録(4)第6376号
令和2年6月15日 令和7年6月14日 ー

不  動  産 静岡県知事(2)第13957号 令和4年6月13日 令和9年6月12日 ー

一般社団法人静岡県古民家再生協会　会員
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3. 対象範囲

　1.対象範囲・環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

対 　象 　組　 織 　 株式会社　富田工務店     本社・事務所・資材置場

    最終処分場(エビラサワ),最終処分場(はいばらエコセンター)

EA   21   担   当   者 　勝山安人・植原直樹・板垣　彩

連　  　 絡　   　先     TEL : 0547-56-0248   FAX : 0547-56-0341

   E-mail : kbtomita@po2.across.or.jp

対 　象　 活　 動     産業廃棄物最終処分場

　 不動産業

    建設業(土木、建築、大工、とび・土工、解体工事業)

環 境 管 理 責 任 者 　富田道明

　2.経営環境レポートの対象期間及び発行日

対 　象　 期　 間 　2024.9.1～2025.8.31

発　   　行  　　 日 　2025.11.1
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・代表者の見直しのための環境への取組と環境

　経営システムの状況の報告

・環境方針の策定と改定 　　(総括責任者)　　　

代表取締役　社長

富田道明

・資源(人材・資金・技術)の用意

・システム全体の評価と見直し・指示

・環境管理責任者の任命

・経営における課題とチャンスの明確化

4. 組織図及び実施体制

エビラサワ処分場 はいばらエコセンター
・作業、教育の実施

・作業状況の確認、記録

・事務局への実績報告

・文書の作成

・一般教育の実施

・システム運用上の事務管理

環境事業部 総務部

産業廃棄物部門                      

(安定型産業廃棄物

埋立最終処分場)

建設・不動産部門

　　(古民家・空家活用・         

   リフォーム)

令和7年3月正式廃止

・部門の計画の立案

エコアクション21

(事務局担当)

勝山安人・植原直樹・板垣　彩

・全体計画の立案

・効果的な推進体制の構築と全従業員への周知

・システムの総責任者としての役割権限を他の

(環境管理責任者)

富田道明

　責任にかかわらず持つ
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                               本社

                               本社

                               本社

                               本社

                               本社

                               本社

                               本社

※　電力のCO2排出係数は、基準年度(2022年度)の係数0.449㎏-CO2/kwhを使用しています。

×

70 52 〇

〇

12,238 20,136 ―

265 425

％ 80 97

水使用量

      上水・農業用水 計 213 194

195 373

〇

㎏
48,951 2,322 ―

39,160 2,255 ―

×

一般廃棄物 本社
㎏

処分場（はいばらエコセンター）

 　 総排出量 計

      総排出量  (本社のみ) ㎏ 61,189 22,458

〇

本社
㎥

103 86 〇

処分場（はいばらエコセンター） 110 108 〇

23,035 20,760

本社
L

53 18 〇

処分場（はいばらエコセンター） 0 0 〇

5,845 〇

エネルギー 処分場（はいばらエコセンター） 1,335 1,149 〇

×

      灯油 計 53 18 〇

〇

本社
L

7,706 1,894 〇

処分場（はいばらエコセンター） 15,329 18,865

26,536 〇

本社
kwh

      ガソリン 計 8,663 6,994 〇

19,030 16,623 〇

処分場（はいばらエコセンター） 8,103 9,913 ×

〇

処分場（はいばらエコセンター） 46,285 55,788 ×

〇

実績 評価

CO2排出量       二酸化炭素 計 91,842 81,746 〇

原単位 　  原単位　2025.8期　売上355百万円
㎏-CO2/　

百万円
329 230

総量
本社

㎏-CO2
45,557 25,958

5.　環境負荷の調査結果（実績）

　　2024年度 環境負荷実績

　環境負荷 単位 目標

産業廃棄物 　　うち再資源化量

      再資源化率

　  最終処分量(埋立) ㎏

      中間処理量

      電力 計 27,133

本社
L

7,327

使用量       軽油 計
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〇 環境経営目標　【本社】（エビラサワ処分場含む）

基準値 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

売上

271百万円
％ 目標数値 ％ 目標数値 ％ 目標数値 ％ 目標数値 ％ 目標数値

電力 kwｈ 19,222 -0.5 19,126 -1.0 19,030 -1.5 18,934 -2.0 18,838 -2.5 18,741

ガソリン Ｌ 7,477 -1.0 7,402 -2.0 7,327 -3.0 7,253 -4.0 7,178 -5.0 7,103

軽油 Ｌ 7,784 -0.5 7,745 -1.0 7,706 -1.5 7,667 -2.0 7,628 -2.5 7,589

灯油 Ｌ 54.0 -1.0 53.5 -2.0 53.0 -3.0 52.4 -4.0 51.8 -5.0 51.3

水使用量
上水及び　

農業用水
㎥ 105 -1.0 104 -2.0 103 -3.0 102 -4.0 101 -5.0 100

総排出量 ㎏ 62,438 -1.0 61,814 -2.0 61,189 -3.0 60,565 -4.0 59,940 -5.0 59,316

再資源化

率
％ 51 80 80 80 80 80

一般廃棄物 ㎏ 71 -1.0 70 -2.0 70 -3.0 69 -4.0 68 -5.0 68

 6. 経営環境目標・中期計画（5年）　（2023年度から2027年度）

2027年度

CO2排出量

産業廃棄物

単位環境負荷

45,557 -1.8 45,239 -2.4 44,921

対基準年

年間削減

目標率

対基準年

年間削減

目標率

対基準年

年間削減

目標率

対基準年

年間削減

目標率

対基準年

年間削減

目標率

45,876 -1.2 -3.1 44,603総量 ㎏-CO2 46,194 -0.6

2023年度 2024年度 2025年度 2026年度
2022年度　　

実績
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〇

基準値 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

売上

271百万円
％ 目標数値 ％ 目標数値 ％ 目標数値 ％ 目標数値 ％ 目標数値

電力 kwｈ 8,185 -0.5 8,144 -1.0 8,103 -1.5 8,062 -2.0 8,021 -2.5 7,980

ガソリン Ｌ 1,363 -1.0 1,349 -2.0 1,335 -3.0 1,322 -4.0 1,308 -5.0 1,295

軽油 Ｌ 15,484 -0.5 15,407 -1.0 15,329 -1.5 15,252 -2.0 15,174 -2.5 15,097

灯油 Ｌ 0.0 -1.0 0.0 -2.0 0.0 -3.0 0.0 -4.0 0.0 -5.0 0.0

水使用量
上水及び　

農業用水
㎥ 112 -1.0 111 -2.0 110 -3.0 109 -4.0 108 -5.0 106

総排出量 ㎏

再資源化

率
％

一般廃棄物 ㎏ 200 -1.0 198 -2.0 196 -3.0 194 -4.0 192 -5.0 190

環境負荷 単位 2023年度 2024年度 2025年度

環境経営目標　【はいばらエコセンター】

対基準年

年間削減

目標率

対基準年

年間削減

目標率
2026年度 2027年度

CO2排出量

産業廃棄物

-1.2 46,285 -1.846,536

対基準年

年間削減

目標率

対基準年

年間削減

目標率

対基準年

年間削減

目標率

-3.1 45,537総量 ㎏-CO2 46,786 -0.6

2022年度　　

実績

46,037 -2.4 45,785

本

社

の

み
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〇

基準値 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

売上

271百万円
％ 目標数値 ％ 目標数値 ％ 目標数値 ％ 目標数値 ％ 目標数値

総量 ㎏-CO2 92,978 -0.6 92,410 -1.2 91,842 -1.8 91,274 -2.4 90,706 -3.1 90,138

原単位
㎏-CO2/　

百万円
343 -2.0 336 -4.0 329 -6.0 332 -8.0 316 -10.0 309

電力 kwｈ 27,407 -0.5 27,270 -1.0 27,133 -1.5 26,996 -2.0 26,859 -2.5 26,722

ガソリン Ｌ 8,839 -1.0 8,751 -2.0 8,662 -3.0 8,574 -4.0 8,485 -5.0 8,397

軽油 Ｌ 23,268 -0.5 23,152 -1.0 23,035 -1.5 22,919 -2.0 22,803 -2.5 22,686

灯油 Ｌ 54.0 -1.0 53.5 -2.0 52.9 -3.0 52.4 -4.0 51.8 -5.0 51.3

水使用量
上水及び　

農業用水
㎥ 217 -1.0 215 -2.0 213 -3.0 210 -4.0 208 -5.0 206

総排出量 ㎏ 62,438 -1.0 61,814 -2.0 61,189 -3.0 60,565 -4.0 59,940 -5.0 59,316

再資源化

率
％ 51 80 80 80 80 80

一般廃棄物 ㎏ 271 -1.0 269 -2.0 265 -3.0 262 -4.0 260 -5.0 257

2027年度

CO2排出量

産業廃棄物

環境負荷 単位

対基準年

年間削減

目標率
2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

対基準年

年間削減

目標率

対基準年

年間削減

目標率

対基準年

年間削減

目標率

環境経営目標　【本社・はいばらエコセンター合算】

2022年度　　

実績

対基準年

年間削減

目標率
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実績 判定 〇

実績 判定 ×

実績 判定 〇

実績 判定 〇

kg/CO2

【目標】2022年度比　4% 削減      原単位　(㎏／売上100万円)

目標 全　体 329 230

7. 経営環境各目標の達成状況・評価

目標 46,285 55,788エコセンター

91,842

【目標】2022年度比　電力・ガソリン・軽油・灯油の削減目標の合計値

目標 本　社 45,557 25,958

81,746目標 全　体

8,631
3,675 7,166 4,144 7,464 4,451

17,346

3,161

15,279

2,510

13,563

2,666

20,082

39,949
3,109

53,509

4,887

48,672

134 0

0

0

45

0

92,978

85,717 81,746
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2022年度 2022年度 2023年度 2023年度 2024年度 2024年度

二酸化炭素排出量(㎏／CO2)

電力 ガソリン 軽油 灯油 年度全体合計

二酸化炭素排出量

195,192 111,024

271,062

377,661
355,270

354.27

634.75

343.09

226.94 230.09

0

100

200

300

400

500

600
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50,000

100,000

150,000

200,000
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300,000

350,000

400,000

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

原単位(㎏-CO2／売上100万円)

売上額(千円) 原単位
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判定 〇

判定 ×

判定 〇

◆  グリーンカーテンの設置(本社)

      事務室の室温上昇を抑える効果がありました。

9,913

実績

実績

実績目標 全　体 27,133 26,536

【目標】 2022年度比　　1.0%削減(kwh)　

目標 本　社 19,030 16,623

目標 エコセンター 8,103

電 気

20,905

17,264
19,222

16,549 16,623

0

2,921

8,185 9,571 9,913

20,905
20,185 27,407

26,120 26,536

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

2020 2021 2022 2023 2024

年度別電気使用量(kwh)

本社・エビラサワ エコセンター
全体計

2,004

2,154

1,874

2,001

2,637

2,814

2,540

2,411 1,705

1,637

2,173

2,586

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

2024年度月別電力使用量(kwh)

本社・エビラサワ エコセンター 計

電力削減の具体的な取組み項目

① エアコンの設定温度を夏27°、冬20°に設定

② クールビズ・ウォームビズを推奨

③ 昼休みの消灯、不要な照明設備の見直し

④ 仕切りカーテンの使用

⑤ グリーンカーテンの植栽

⑥ 購入の際は省エネ機器を選ぶ

冬場はウォームビズを意識し、ジャケット・ダウ

ン着用を心がけ、夏場は通気性の良い素材ユ二

フォームを着用する等、削減努力を継続。

夏場のエビラサワ処分場の廃止に伴う作業及び事務

所のエアコン使用による増。又はいばらエコセン

ターの本格稼働に伴う使用量増により、前年より増

加したが、目標は達成。
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判定 〇

判定 〇

判定 〇

判定 〇

判定 ×

判定 〇目標 全　体 23,035 実績 20,760

目標 全　体 8,663 6,994実績

【目標】 2022年度比　　1.0%削減(L)　

目標 本　社 7,706 実績 1,894

目標 エコセンター 15,329 実績 18,865

目標 エコセンター 1,335 1,149実績

【目標】 2022年度比　　2.0%削減(L)　

目標 本　社 7,327 5,845実績

ガソリン

12,584
10,719

7,477
6,586 5,845

0 205
1,363 1,082 1,149

12,584

10,924

8,839
7,668

6,994
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( L  )

本社・エビラサワ エコセンター 計

軽 油

11,606
12,561 7,784

1,205 1,894

0

1,682

15,484
20,740

18,86511,606

14,243

23,268 21,945
20,760
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ガソリン・軽油削減の具体的な取組項目

全車両について、エコ・ドライブを周知し、ガソリン・軽油の燃費改善

① 不必要なアイドリングの禁止

② 急発進・急加速・急減速・急停止の禁止(4つの急)

③ 早めのシフトアップ、エンジンブレーキの積極使用

④ エアコンを控えめに、作業中のOFF

⑤ 計画的な運行ルートで行動し、忘れ物を無くす

⑥ 不要な荷物を降ろし、タイヤの空気圧が適正かチェックする

⑦ 運行記録簿の記載

軽油は、本社部門におけるエビラサワ処分場の2023.3月受入終了により、対

目標達成。はいばらエコセンター部門は、本格稼働による重機使用時間の増加

により、目標を超過となりました。ガソリンの使用量は、本社建築部門におい

て、遠方の現場を含めた建築工事量の減少により、車輌の使用が減少した事を

要因に目標達成となりました。
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判定 〇

🔶　事務室での空調機器(エアコン )使用時、又休憩室での暖房機器(ファンヒーター)

       使用時の室温 維持の為、仕切りカーテン利用しています。(本社)

実績

はいばらエコセンターは、灯油使用なし。

【目標】 2022年度比　　2.0%削減(L)　

目標 本　社 53 18

灯 油

156

69 54

0

18

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

2020 2021 2022 2023 2024

年度別灯油使用量(  L  ) 灯油使用量削減の具体的な取組項目

① 仕切りカーテンの設置

② 休憩室(暖房機器使用)の使用時間の短縮

〇灯油使用量削減に努め、目標達成となりました。
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判定 〇

判定 〇

目標 本社

【目標】 2022年度比　　2.0%削減(㎥)　

上水道 103 実績 86

目標 エコセンター
上水道　

農業用水
110 実績 108 判定 〇

目標 全体(上水道・農業用水) 213 実績 194

上水道・農業用水

203

170
175

55

86

0 0 0
17

68

0

48

112

76

40

203.0
218.0

287.0

148.0

194.0

0

50

100

150

200
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300

350

2020 2021 2022 2023 2024

上水道・農業用水(㎥)

上水道(本社・エビラサワ)

上水道(エコセンター)

農業用水(エコセンター)

計 水使用量削減の具体的な取組み項目

① 洗面所への エコマークの掲示

② 雨水タンクの継続利用

はいばらエコセンターでは、雨水タンクを設

置し、散水時にトラックのタイヤ洗浄に利用す

る等、節水に努力しています。又社内全体での

節水の呼びかけ・洗面所へエコマークの掲示を

実施しました。

本社の増加は、建築作業場の排水管の水漏れ、

エコセンターの増加は、粉じん飛散防止の為の

散水量の増加が要因となります。
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判定 〇

判定 〇目標

目標 排出量 61,189 実績 22,458

内中間処理量 実績 2,322

再資源化量

【目標】 2022年度比　総排出量　2.0%削減(㎏)　

　　　　　　　　　　 再資源化率（対中間処理量）80％

実績 2,255

再資源化率 80% 実績 97%

産業廃棄物

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

排出量(㎏)

1 1

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

再資源化率(%)

系列1 系列2 系列3

1

産業廃棄物内訳

産業廃棄物削減の具体的な取組み項目

① 産業廃棄物の分別の徹底

② 再資源化業者の継続利用

2024年度は、建築物の解体も少なく、大幅に

排出 量の減少となりました。

今年度より、木くず・混合廃棄物の内、焼却

処分の後、管理型処分場で埋立処理される廃棄物

は、中間 処理量とせず、最終処分量(埋立)としま

した。資源化率は、受入業者の再資源化実積率か

ら、算出しました。

産業廃棄物

104,500 

62,428 

195,208 

46,902 
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250,000
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14,356 
63.9%…
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1,092 
4.9%

ガラ陶

500 

2.2%

繊維くず

80 
0.4%

金属

0 
0%

産業廃棄物内訳

産業廃棄物削減の具体的な取組み項目

① 産業廃棄物の分別の徹底

② 再資源化業者の継続利用

2024年度は、建築物の解体も少なく、大幅に

排出 量の減少となりました。

今年度より、木くず・混合廃棄物の内、焼却

処分の後、管理型処分場で埋立処理される廃棄物

は、中間 処理量とせず、最終処分量(埋立)としま

した。資源化率は、受入業者の再資源化実積率か

ら、算出しました。
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判定 〇

判定 ×

判定 ×

目標 本社 70 実績 52

【目標】 2022年度比　　4.0%削減(㎏)　

目標 全体 265 実績 425

目標 エコセンター 195 実績 373

一般廃棄物
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エコセンター排出量(㎏)
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450

2022 2023 2024

排出量2部門合計(㎏)

本社 エコセンター 計

一般廃棄物の具体的な取組み項目

①自治体の分別基準に従い、適正に処理を行う。

②不要印刷物の削減に努め、コピー用紙等の

シュレッターゴミの削減を図る。

エコセンターにおける契約関係封筒等の

紙シュレッターゴミの増加を要因に可燃ごみ

が増加し目標達成に至りませんでした。。
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川根本町ホームページより計数抜粋(各年度3月31日現在数値)

持続可能な街づくり

5,472 4,667 3,871 3,378 2,698

3,516
3,407
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川根本町人口推移(人)

65歳未満 65歳以上 計

近年川根本町では、人口減少、高齢化が進んでいます。

それに伴い空き家が増加し、適切に管理できず放置された

ままになる家が増加しています。売買の仲介、有効活用の

提案、リフォーム工事の受注等により、持続可能な街づく

りを目指します。

建築部門においては、静岡県が推奨する無料耐震診

断と耐震補強工事、並びに川根本町の住宅改修工事

への補助金制度の利用を積極的に推進し、工事実績

を上げています。

耐震工事及び改修工事は、巨大地震対する備えを強

化し、住民の命を守ることはもとより、建物の寿命

の延長、資材削減による環境負荷の低減、補助金制

度や税制優遇措置の活用による経済的な負担軽減等、

持続可能なまちづくりにも貢献できる取組です。
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環境改善手段 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

①CO2排出量等の結果を社員に通知し、周知徹底する。 － － ○ － － － － － － － ○ －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

①エアコンの設定温度を夏27℃、冬20℃に設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ － － － － － － － ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

－ － － ○ ○ ○ － － － － － －

①廃棄物の分別徹底 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

②再資源化業者の利用 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

①節水の呼びかけ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

②漏水の早期発見 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

③雨水タンクの設置による雨水の利用 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・関連する法律を調べ、周知共有する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.関連法規参照

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・産業廃棄物の搬入物の管理を厳格に実施する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

①段ボール、雑誌等の紙類のリサイクル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

②分別の徹底 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

事務用品はグリーン商品を優先的に購入する。

① ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

② ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

－

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

－

－ － －板垣

中野

－ － － － － －敷地内緑化 はいばらエコセンター敷地内での緑化を進める。

高畑

－ － －

－ ○ － － － －－ － ○ － － －

　　処分場における　　　

環境配慮

①IoT技術（ネットワークカメラ）を導入し、リアルタイム

で廃棄物の異物混入などの判断をより細かく行い、土壌・

水質に影響がでないよう検査チェックを行う。環境に配慮

した検査体制を構築する。　　　　　　　　　　　　　　

②処分場における維持管理・点検を毎月３回行う。

　富田　　

高畑

外部コミュニケーション

の活性化

監視委員会の実施。　　　　　　　　　　　　　　　　

ネットワークカメラでの様子等を確認し、廃棄物の埋立、

処分工程を見学できるよう整え、適切に行われている事を

確認してもらい、事業の透明性を確保する。地域住民苦

情・要望に対しての対応ができる外部コミュニケーション

の場所とする。

富田

植原

リサイクルの推進
　中村　　

中野

①

②

　　グリーン商品の　　　

　購入促進

　中村　　

岩崎
グリーン商品を把握し、切り替え可能なものは変更してい

く。

教育訓練

10.教育・訓練の実施参照

　　産業廃棄物処分場    

   維持・管理

　高畑　　

神谷
・法面、堰堤、沈砂池、境界フェンス、門扉、重機、散水

車、浸出水・地下水の点検　月３回

適切に処分場での業務を行うため、教育・資格取得・セミ

ナー受講を推奨する。
　勝山　　

板垣
－

水使用量の削減

　植原　　

　高畑　　

板垣

①

②

③

環境関連法規の遵守
　植原　

岩崎

○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○

　　　産業廃棄物　　　　

　排出量と再資源化量
植原

①

②

　　一般廃棄物排出量　　

　適正処理・排出削減

①事業系一般廃棄物の分別徹底や、ごみの減量、紙くずの

リサイクルに努め業者と契約をし適正に処理を行う。

　中村　　

板垣

⑥

⑦

灯油使用量削減
冬場の事務所での使用となるため、ウォームビズの推進継

続をする。
中村

　ガソリン使用量削減　　

　　　　　　　　　　　　

軽油使用量削減

全車両について、エコ・ドライブを周知し、ガソリン・軽

油の燃料改善　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

①不要なアイドリングの禁止　　　　　　　　　　　　　　

②急発進・急加速・急減速・急停止の禁止（4つの急）　　

③早めのシフトアップ、エンジンブレーキの積極使用　　

④エアコンを控えめに、作業中のOFF　　　　　　　　　　

⑤計画的な運行ルートで行動し、忘れ物を無くす。　　　　

⑥不要な荷物を降ろし、タイヤの空気圧が適正かチェック

する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑦運行記録簿の記載

①

②

高畑 ③

神谷 ④

⑤

電力使用量削減
　中村　　

板垣

①

②クールビズ・ウォームビズを推奨　　　　　　　　　　

③昼休みの消灯、不要な照明設備の見直し　　　　　　　

④仕切りカーテンの使用　　　　　　　　　　　　　　　

⑤グリーンカーテンの設置

②

③

④

⑤

　8. 環境経営計画及び環境活動の実施状況

項目 責任者

CO2排出量削減
　富田　　

植原

①

②効率の良い省エネ型設備・機器類の導入　　　　　　　

③買替時に低排気、低公害車やエコカーの導入検討

②

③
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🔶

購入率

%

%

%

🔶

合計 55.5 64.2 % 74.3 %

使用済み切手回収による国際協力への参加

NPO法人日本国際ボランティアセンターへ、社内で収集した使用済み切手を送付し

ました。使用済み切手は、換金後、発展途上国の子供の栄養改善・教育支援・自然

資源を守るための活動に充てられます。

グリーン購入法適合品の購入促進を図り、前年に比較し購入率増加となりました。

はいばらエコセンター 54.0 63.6 % 61.2 %

2022年度 2023年度 2024年度

本社 57.0 64.8 % 87.3 %

グリーン商品の購入促進
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🔶

🔶

・ 監視委員会によるコミュニケーションの活性化

実施日 : 2024年　11月　19日(火)

参加者 : はいばらエコセンター 3 名

川崎区自治会より、監視委員会メンバー

実施日 : 2025年　 4月　23日(水)

参加者 : はいばらエコセンター 3 名

川崎区自治会より、監視委員会メンバー

社長による現況説明 処分場内視察

処分場における環境配慮

はいばらエコセンターにおいて、設置済のネットワークカメラにより、受付時・展開時

の記録・確認を行い、環境に配慮した検査を実施。

外部コミュニケーションの活性化

22



業の許可の更新
５年(7年)毎に更新申請実施                     

(有効期限:令和10年11月18日)
確認済

変更時の届出
該当事由発生日から10日以内(登記事項

証明書の添付を要する場合は30日以内)
確認済

維持管理積立金の積立 毎年度、埋立終了まで 確認済

年間報告

産業廃棄物処理実績報告書／産業廃棄物

処分状況報告書を毎年6月末までに、静

岡県に提出。

確認済

維持管理状況記録の　　　

備置

各月毎の埋立物の種類、数量／擁壁等検査記

録／残余埋立容量／展開検査記録／水質検査

結果／措置内容を翌月末日までに据え置き、

据え置いた日から３年間保存する。

確認済

維持管理状況記録の　　

閲覧

生活環境保全上利害関係者の求めに応

じ、維持管理状況記録を閲覧に供する。
確認済

産業廃棄物　　　

処分業
維持管理基準の遵守

侵入防止、展開検査の実施、地下水検査の実

施(１回以上/年)、浸透水検査(地下水等検査

項目１回以上/年、BOD又はCOD１回以上/

月)

確認済廃棄物処理法

維持管理状況の公表

各月毎の埋立物の種類、数量／擁壁等検査記

録／残余埋立容量／展開検査記録／水質検査

結果／　調査結果・点検結果・措置内容等を

該当月の翌月末日までに公表を実施し、該当

日から起算して３年を経過する日まで行う。

確認済

帳簿への記載、　　　　　

閉鎖、保存

①受入れ又は処分年月日②マニフェストの交

付者・番号・交付年月日を③受入先ごとの受

入量④処分方法事の処分量を、①②は回付日

から10日以内に、③④は前月分を毎月末まで

に記載し、１年ごとに閉鎖し、閉鎖後５年間

保存する。

確認済

残余埋立容量の　　　　　

測定、記録
１回以上/年 確認済

マニフェストの保存
C1票をC2・D・E票を送付した日から　

５年間保存
確認済

処理基準の遵守 確認済

委託契約書(受託)の締結 確認済

9. 環境関連法規一覧　兼　遵守評価表

遵守状況の確認時期 : 毎年10月

廃棄物・リサイクル

環境法規則等の名

称・略称

規制内容

適用範囲
遵守事項 記録・実施の事項 遵守状況

マニフェストの送付
D票E票を交付者へ、C票を運搬業者へ処

分終了から10日以内に送付
確認済
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建設リサイクル法
規定規模以上の　　

建設工事

           資材の分別          

          再資源化
工事着手7日前までに届出 確認済

家電リサイクル法 特定家庭用機器

家電リサイクル券購入

後、指定引取り場所へ　

運搬

家電リサイクル券の受領書を保存 確認済

確認済

石綿含有廃棄物等

処理マニュアル　

(第3版)

全般

一定の場所に分散しないように／飛散防

止／即日覆土／埋立量・埋立場所を記

録・保存

確認済

年間報告
産業廃棄物管理票交付等状況報告書を毎

年6月末日までに静岡県に提出
確認済

静岡県産業廃棄物

の適正な処理に関

する条例

全般

産業廃棄物管理責任者の

選任
確認済

実地確認の実施

産業廃棄物を委託しようとするとき、

(委託契約締結前)及び継続して委託する

ときは(毎年1回以上)、記録、記録した

日から5年間保存

産業廃棄物           

排出事業者           

(建設業を含む)

廃棄物処理法

産業廃棄物　　　

収集運搬業

処理基準の遵守 確認済

委託契約書(受託)の締結

マニフェストの交付
産業廃棄物の運搬又は処分を他人に委託

する場合
確認済

マニフェストの保存
A票を交付日から、B2・D・E票を送付を

受けた日から、５年間保存
確認済

変更時の届出
該当事由発生日から10日以内(登記事項

証明書の添付を要する場合は30日以内)
確認済

委託契約書の締結 契約終了の日から5年間保存 確認済

実地確認の実施 年1回以上、記録の保存 確認済

年間報告
産業廃棄物運搬状況報告書を６月末まで

に静岡県へ提出
確認済

業の許可の更新
5年(7年)毎に更新申請実施(有効期限:令

和8年11月21日)
確認済

確認済

マニフェストの保存
B1票をB2票を送付した日から、C2票を

送付を受けた日から、５年間保存
確認済

帳簿への記載、　　　　　

閉鎖、保存

①収集又は運搬年月日②マニフェストの交付

者・番号・交付年月日を③受入先ごとの受入

量④運搬方法及び運搬先毎の運搬量を、①②

は回付日から10日以内に、③④は前月分を毎

月末までに記載し、１年ごとに閉鎖し、閉鎖

後５年間保存する。

確認済

確認済

マニフェストの送付
B票を交付者へ、運搬終了日から10日以

内に送付

廃棄物・リサイクル

環境法規則等の　　

名称・略称

規制内容

適用範囲
遵守事項 記録・実施の事項 遵守状況

24



遵守確認日：2024年10月1日　　確認者：環境管理責任者　富田道明

環境関連法規等の遵守状況及び評価の結果　   　:  対象期間中の違反はなく、問題はありませんでした。

環境関連法規陶に関する違反、訴訟などの有無　:  過去3年間にわたって違反や訴訟はありませんでした。

道路運送車両法 廃棄物収集車両 法定点検の実施 点検記録を3年間保存 確認済

道路交通法
自動車5台以上使用

の事業所

安全運転管理者の選任 安全運転管理者法定講習の受講 確認済

目視確認　　　　　　　　

アルコールチェック
記録を作成し1年間保存 確認済

環境法規則等の　　

名称・略称

規制内容

適用範囲
遵守事項 記録・実施の事項 遵守状況

労働安全衛生法 車両系建設機械
自主点検・法定点検の　　

実施
点検記録を3年間保存 確認済

フロン排出抑制法
事務所エアコン　

重機エアコン
簡易定期点検

四半期に一回以上、社員による目視確認

を行い、点検記録簿に記録する。
確認済み

その他

環境保全協定書(牧

之原市)

はいばら　　　　　

エコセンター

測定結果・計画書を　　

測定及び作成の日より　　

1か月以内に報告

環境行動計画書 : 年1回　　　　　　    

浸透水の地下水環境基準 : 年1回　　　 

浸透水のBOD、電気伝導率、塩化イオン 

: 毎月1回　　　　　　　　　　  　       

地下水の地下水検査項目 : 年1回+1回／

年　　　　　　     　　　　　　　　　

騒音及び振動 : 年1回悪臭 : 年1回

確認済

廃棄物処理施設(安

定型最終処分場)設

置事業に伴う変更

覚書  (牧之原市・

川崎区)

はいばら　　　　　

エコセンター

測定結果・計画書を　　

測定及び作成の日より　　

1か月以内に報告

管理報告書(調整池、排水路、堰堤、法

面等) : 年1回　　　　　                         

水質検査 : 年2回　　　　　　　　　　  

監視カメラによる搬入及び展開検査を電

子媒体等により5年間保存

確認済

悪臭規制法 産業廃棄物処分業
基準値の遵守　　　　　　

臭気指数15
年1回測定 確認済

浄化槽法 合併処理浄化槽
保守点検、清掃及び　　　

法定点検の実施

保守点検 : 4か月に1回以上、清掃 : 年1

回以上、法定点検1年に1回実施し、各記

録を3年間保存

確認済

騒音規制法 産業廃棄物処分業 基準値の遵守　55db 年1回測定 確認済

振動規制法 産業廃棄物処分業 基準値の遵守　65db 年1回測定 確認済

公害・環境

環境法規則等の　　

名称・略称

規制内容

適用範囲
遵守事項 記録・実施の事項 遵守状況
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10. 外部からの苦情などの受付状況及びその対応策

〇年間通じて、苦情等の発生はありませんでした。

今後も、苦情・要望に関しては、迅速かつ丁寧な対応と、再発防止体制

整えていく方針です。
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R7 R8

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

①CO2排出量等の結果を社員に通知し、周知徹底する。

①エアコンの設定温度を夏27℃、冬20℃に設定 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

全車両について、エコ・ドライブを周知し、ガソリン・軽油

の燃料改善

①不要なアイドリングの禁止

②急発進・急加速・急減速・急停止の禁止（4つの急） （本社）毎週月曜日の朝礼での周知

③早めのシフトアップ、エンジンブレーキの積極使用

④エアコンを控えめに、作業中のOFF

⑤計画的な運行ルートで行動し、忘れ物を無くす。

⑥不要な荷物を降ろし、タイヤの空気圧が適正かチェックする

⑦運行記録簿の記載

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

冬場の事務所での使用となるため、ウォームビズの推進継続

をする。

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

①廃棄物の分別徹底

①事業系一般廃棄物の分別徹底や、ごみの減量、紙くずの 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

　リサイクルに努め、業者と契約をし、適正に処理を行う。

②一般廃棄物の排出量を記録し随時排出量が確認できる体制

　とする。

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

①ダンボール、雑誌等の紙類のリサイクル

②分別の徹底

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

事務用品はグリーン商品を優先的に購入する。

グリーン商品を把握し、切り替え可能なものは変更していく。

11. 環境経営計画 (２０２５年度)

次年度の環境経営計画の取り組み内容は次のとおりです。

環境経営計画

項目 環境改善手段 日程（月）

灯油使用量削減 中村

責任者

CO2排出量削減 勝山②効率の良い省エネ型設備・機器類の導入　　　　　　　　　　　

③買替時に低排気、低公害車やエコカーの導入検討

電力使用量削減
中村

板垣

②クールビズ・ウォームビズを推奨　　　　　　　　　　　　　　

③昼休みの消灯、不要な照明設備の見直し　　　　　　　　　　　

④仕切りカーテンの使用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑤購入の際は省エネ機器を選ぶ

ガソリン使用量削減

植原

勝山

（はいばら）夕方ミーティングでの周知

高畑

神谷軽油使用量削減

産業廃棄物　　　　　

　分別徹底
勝山

一般廃棄物排出量　　

　　　　適正処理・

排出削減

中村

板垣

リサイクルの推進
中村　

中野

グリーン商品の　　　

　購入促進

中村

岩崎

結果を社員に周知

実行

クールビズ推奨・設定温度の見直し

ウォームビズ推奨・設定温度の見直し

ウォームビズ推奨

分別徹底の呼びかけ

周知・適正処理・排出量の把握

周知・適正処理
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R7 R8

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

①節水の呼びかけ

①IoT技術（ネットワークカメラ）を導入し、リアルタイム 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

　で廃棄物の異物混入などの判断をより細かく行い、土壌・水

　質に影響がでないよう検査チェックを行う。

②データシートにより記録（１搬入ごとに作成）

③処分場における維持管理・点検を週１回以上行う。

特に周辺地域住民の見学受入を行う。 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

ネットワークカメラでの様子等を確認し、廃棄物の埋立、処分

工程を見学できるよう整え、適切に行われている事を確認して

もらい、事業の透明性を確保する。地域住民苦情・要望に対し

ての対応ができる外部コミュニケーションの場所とする。

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

はいばらエコセンター敷地内での緑化を進める。

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

・産業廃棄物の搬入物の管理を厳格に実施する 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

・伝票による排出事業者検査

・予約システム搬入による効率化、近隣への配慮

・キャパライザー体積測量

・ネットワークカメラによる記録・確認

・法面、堰堤、沈砂池、境界フェンス、門扉、重機、散水車、

　浸出水・地下水の点検　週１回以上

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

・建築、不動産、処分場に関連する法律を調べ、周知共有する

外部コミュニケー

ションの活性化

富田

高畑

項目 環境改善手段 日程（月） 責任者

水使用量の削減
植原

高畑
②漏水の早期発見　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

③雨水タンクの設置による雨水の利用

処分場における　　　

　　環境配慮

富田　

高畑

板垣

環境関連法規の遵守
諸田

富田

敷地内緑化
高畑

神谷

教育訓練

 植原

勝山

高畑

産業廃棄物処分場　

維持・管理

高畑

神谷

適切に処分場での業務を行うため、ウェブセミナー等を活用し知識

の習得を図る。

節水の呼びかけ

雨水タンクの水使用

ネットワークカメラの稼働・データシート記録

点検（週１）

監視委員会 監視委員会

随時見学受入

植栽・管理

研修の計画・申込・受講
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【環境経営計画】

〇はいばらエコセンターの

敷地内緑化

・事務所近辺の植樹を計画するも、土入れ替え等の費

用も掛かり断念。その他の場所の植樹を来期検討予

定。

【環境上の緊急事態への準備】

〇地震等の天災による災害リスク

　対応

・事業継続力強化計画(2024.10.8認定)の策定に基づ

き、防災マニュアル作成。2025年度より年1回の防災

訓練を実施する。(2025.9.18実施済)

〇今期の取組状況の確認、評価

対象項目 問題点・原因・是正・予防、対応策等

・一般廃棄物排出量以外の項目は、全体目標を達成。

一般廃棄物の排出量増加は、エコセンターのシュレッ

ダーごみの増加が要因。引き続き不要印刷物の削減に

努めていく。

【経営環境目標】

〇達成状況

〇前期取組に対する改善事項の対応

【取組状況の確認・評価】

・目標に対する確認、評価

・月々の目標設定をしておらず、年度途中での各目標

に対する達成状況の把握ができていなかったことか

ら、月々の目標設定と実績表への入力を行い、四半期

ごとに達成状況の確認と評価を実施していく。(2024

年度　第3四半期2025.7月実施)

12.取組状況の確認・評価、並びに問題の是正及び予防(1)

対象項目 問題点・改善点・今後の取組み

【環境への負荷と環境への取組

　状況の把握及び評価】

・電気のCO2排出係数について

・電気の排出実績算出時のCO2排出係数について、各

年度の係数を使用していましたが、削減経過の把握が

できるように基準年の係数を使用。

【経営環境目標及び環境経営計画

　の策定】

①CO2排出削減目標について

②部門別削減目標の設定について

①電気・軽油等の使用量削減目標に基づき算出した各

項目のCO2排出量合計と、CO2排出目標値が合致して

いなかった事から、CO2排出目標値を修正。

②本社(建設・不動産)・エビラサワ処分場(現在廃

止)・はいばらエコセンターに区分し、実績把握をして

おりましたが、目標設定は合算の数値で、部門別の目

標達成状況が把握できていなかったことから、本社と

はいばらエコセンターの2部門での目標を設定。
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🔶 2024年度(2024.9～2025.8) 第３四半期　環境経営目標に対する期中実績報告

12. 取組状況の確認・評価、並びに問題の是正及び予防(2)

令和7年7月、社員に対し2023年度エコアクション21審査結果と、2024年度第３四半期の

環境目標に対する期中実績を開示。環境経営目標に対しての意識付と、各項目の削減努力

を指示しました。
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〇

〇

・災害の想定と対応及び訓練

当社は、持続可能な社会の実現に向けて、環境経営を経営の重要な柱と位置

づけています。エコアクション21の理念及び環境経営方針に基づき、環境負

荷の低減と社会的責任の遂行を通じて、今後も地域社会に貢献していく所存

です。

13. 代表者による全体の評価と見直し・指示

令和　7　年　11　月　1　日

株式会社　富田工務店
代表取締役 富田道明

・環境負荷実績

・教育訓練、環境関連法規の遵守

各種関連法規違反はありませんでした。前期より受講を開始した顧問弁護士に

よる毎月のオンラインセミナーを、今期も継続して受講。又「欠格要件と両罰

規定」をテーマとして、社員を対象に研修を実施しました。

今後も法令順守に対する意識向上と産業廃棄物処理の知識向上のため、講習

会、セミナー、研修会への参加を促していきます。

環境経営計画における環境経営目標については、5年の中期計画の2年目を迎

え、環境活動の各項目の計画に基づき取組を行いました。

電力をはじめとする環境負荷項目において、一般廃棄物の排出量以外の9項目に

ついて、全体目標を達成することができ、CO2排出量削減につながっていま

す。引き続き一般廃棄物を中心に、削減の意識を高めるよう指示しました。

令和6年10月に認定を取得した「事業継続力強化計画」に基づき、事故や天災等

を要因とする環境への影響を最小限に留め、被災の際においても、早期復旧を

可能とする対策、対応を周知しました。又巨大地震が予想されている中、「災

害対策・防災マニュアル」に基づく、防災訓練を年一回実施し、緊張感を持っ

た災害対策の意識付を図りました。

環境上の緊急事態への準備及び対応

環境経営計画の実施状況

31


